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1. ⼀般向け講演会「海を知る、海を考える」実施報告 
 
⽇本財団助成による事業の⼀環として、⼀般向け講演会「海を知る、海を考える」を 2025
年 7 ⽉ 18 ⽇（⾦）午後に東京⼤学理学部 1 号館の⼩柴ホールにて開催した。本講演会は、
現地会場にて講演をして頂くとともに、オンラインでも配信するハイブリッド形式にて⾏
った。 
 
既に「国連海洋科学の 10 年」が始まってから 4 年が経つものの、⼀般の間での認知度は
SDGs などに⽐べて低いのが現状である。本講演会シリーズは、この状況を改善し、より多
くの⽅に興味を持って頂くことを⽬的として、⽇本財団からの助成を得て 2023 年度より開
催している。2 回⽬となる今回は、⼀般の⽅に海洋について気にかけてもらうためには、海
を知ること、海について考えることが⼤事であり、そのためのアプローチとしてどのような
ものがあるかを再確認する内容の講演会とした。海を知るための観測から海洋ごみの問題、
海の産業利⽤や海洋教育まで、8 名の講師を招いて多岐に渡る内容で講演して頂いた。講演
会のプログラムは以下の通り（敬称略）。 
 
開会挨拶 道⽥豊（⽇本海洋政策学会副会⻑/東京⼤学） 
講演１ 佐藤佳奈⼦（海洋研究開発機構・技術副主幹） 
    海を測る―アルゴフロートによる全球海洋観測― 
講演２ 海野光⾏（⽇本財団・常務理事） 
    海の地図プロジェクト 
講演３ ⽚桐康孝（内閣府総合海洋政策推進事務局・参事官） 
    「海しる」について 
講演４ ⻄⽥宏（⽔産研究・教育機構⽔産資源研究所・所⻑） 

海洋における⽔産資源の変化 
＜休憩＞ 
講演５ ⾼⽥秀重（東京農⼯⼤学農学部・客員教授） 
    プラスチックによる有害化学物質の⻑距離輸送と⽣態系の汚染 
講演６ ⼩杉知佳（⽇本製鉄（株）技術開発本部先端技術研究所・課⻑） 
    鉄鋼副産物を⽤いた沿岸の再⽣、ブルーカーボン 
講演７ ⼭東晃⼤（公益財団法⼈⾃然エネルギー財団・上級研究員） 
    洋上⾵⼒発電の検討をきっかけに、海を知り、海の未来について考える 
講演８ 今宮則⼦（特定⾮営利活動法⼈海の⾃然史研究所・代表理事） 
    海洋リテラシーを育てる〜⼦どもから⼤⼈まで広がる海の学び〜 
パネルディスカッション：「海洋科学の 10 年への貢献」 

モデレータ：牧野光琢（⽇本海洋政策学会副会⻑/東京⼤学⼤気海洋研究所） 
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閉会挨拶 坂元茂樹（⽇本海洋政策学会会⻑/神⼾⼤学名誉教授） 
 
講演会当⽇は、会場に 50 名程度の参加者が来場し、またオンラインでの視聴者は 100 名程
度となり、多くの⽅に興味を持ってご参加、ご視聴いただけた。講演会では、東京⼤学名誉
教授の道⽥豊⽇本海洋政策学会副会⻑の開会挨拶の後、２つの講演セッション構成として、
8件の講演を⾏なった。 
講演１では海洋研究開発機構技術副主幹の佐藤佳奈⼦⽒より、海を知るための第⼀歩とし
ての海洋観測、特に全球規模のアルゴフロートによる観測について分かりやすく紹介をし
て頂いた。 
講演 2 では、⽇本財団常務理事の海野光⾏⽒より、「国連海洋科学の 10 年」に関連して⽇
本財団が進める「海の地図プロジェクト」について、特に能登半島地震に関連した沿岸域の
地形変動把握の活動を中⼼に紹介して頂いた。 
講演 3 では、内閣府総合海洋政策推進事務局参事官の⽚桐康孝⽒より、現在内閣府で推進
している海の情報を集約して分かりやすく表⽰するツールである「海しる」に関して、その
活⽤事例と産業活動への利⽤促進なども含めた今後の取り組みを紹介して頂いた。 
講演４では、⽔産研究・教育機構⽔産資源研究所所⻑の⻄⽥宏⽒より、⽇本周辺海域での⽔
産資源の変化と海洋環境変化の関係を含め、将来展望や考慮すべき点などについて紹介し
て頂いた。 
講演 5 では、東京農⼯⼤学農学部客員教授の⾼⽥秀重⽒より、近年⼤きな問題として注⽬
されている海洋プラスチックに関連して、有害化学物質による汚染の状況とその対策の可
能性などについて紹介して頂いた。 
講演 6では、⺠間セクターからの話題提供として、⽇本製鉄（株）技術開発本部先端技術研
究所課⻑の⼩杉知佳⽒より、鉄鋼副産物が沿岸域の海域再⽣に有⽤である事例を中⼼に、社
会貢献活動を紹介して頂いた。 
講演 7 では、公益財団法⼈⾃然エネルギー財団上級研究員の⼭東晃⼤⽒より、近年⼤きく
発展している洋上⾵⼒発電に関する国内動向と課題とともに、海を知り、考えることとの親
和性について紹介して頂いた。 
さらに講演 8 では、特定⾮営利活動法⼈海の⾃然史研究所代表理事の今宮則⼦⽒より、海
洋リテラシーを普及させるための有効な⽅法を具体例とともに紹介して頂き、今後の活動
に関する提案についても紹介して頂いた。 
 
その後、⽇本海洋政策学会副会⻑/東京⼤学⼤気海洋研究所教授の牧野光琢⽒をモデレータ
として、「海洋科学の 10 年への貢献」と題するパネルディスカッションを⾏った。パネルデ
ィスカッションでは、様々な視点からの話題提供となった８件の講演を取りまとめる形で、
それぞれの活動が海洋科学の 10 年に対してどのように貢献していけるのかを、講演者を中
⼼に議論を進めた。海洋科学の 10 年の活動に限らず、海洋科学の発展や現在直⾯する問題
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の解決への⽷⼝を探すためにも、様々なトピックに対して、多様な視点とアプローチで取り
組む必要があることが確認された。また、全てに関連する重要な視点として、研究をする側
とその情報を必要とする側との間をどのように結びつけて互いの理解を進めるかが鍵とな
ること、また、海洋科学の 10 年の今後５年間の展開に向けて更なる努⼒が必要であること
が認識された。 
 
最後に神⼾⼤学名誉教授の⽇本海洋政策学会坂元茂樹会⻑の閉会挨拶により講演会を終了
した。 
 
 
2. 参加登録者数 
2025 年 7 ⽉ 18 ⽇現在 

 登録件数 218件 
  現地参加  41件 
  現地参加+オンライン視聴  40件 
  オンライン視聴のみ  137件 
 

 
 
 
3. 成果物等 
(1) ⼀般向け講演会 ポスター 
(2) 講演スライドのコピー 

 
以上 

 
 



プログラム

主催：日本海洋政策学会

日時：2025年7月18日（金）13:00-17:00 

場所：東京大学理学部 小柴ホール

13:00 開会挨拶 道田豊（日本海洋政策学会副会長/東京大学）

講演：

13:10 海を測る ―アルゴフロートによる全球海洋観測―

佐藤佳奈子（海洋研究開発機構・技術副主幹）

13:30 海の地図プロジェクト
海野光行（日本財団・常務理事）

13:50 「海しる」について
片桐康孝（内閣府総合海洋政策推進事務局・参事官）

14:10 海洋における水産資源の変化

西田宏（水産研究・教育機構水産資源研究所・所長）

14:30-14:50 休憩

14:50 プラスチックによる有害化学物質の長距離輸送と生態系の汚染

高田秀重（東京農工大学農学部・客員教授）

15:10 鉄鋼副産物を用いた沿岸の再生、ブルーカーボン

小杉知佳（日本製鉄（株）技術開発本部先端技術研究所・課長）

15:30 洋上風力発電の検討をきっかけに、海を知り、海の未来について考える

山東晃大（公益財団法人自然エネルギー財団・上級研究員）

15:50 海洋リテラシーを育てる～子どもから大人まで広がる海の学び～

今宮則子（特定非営利活動法人海の自然史研究所・代表理事）

16:15 パネルディスカッション：「海洋科学の10年への貢献」

モデレータ： 牧野光琢（日本海洋政策学会副会長/

東京大学大気海洋研究所）

17:00 閉会挨拶 坂元茂樹（日本海洋政策学会会長/神戸大学名誉教授）

一般向け講演会 「海を知る、海を考える」

Credit : Lars von Ritter Zahony / Ocean Image Bank

Credit : Merr Watson /  Ocean Image Bank

Credit : Vincent Kneefel / Ocean Image Bank

Credit : Fabrice Dudenhofer / Ocean Image Bank

＜本講演会は、日本財団からの研究助成による活動の一環として開催しています＞



 

⼀般向け講演会「海を知る、海を考える」発表スライド集 

 
講演１ 「海を測る―アルゴフロートによる全球海洋観測―」 佐藤佳奈⼦（海洋研究開発機構・技術副主幹） 
     
講演２ 「海の地図プロジェクト」 海野光⾏（⽇本財団・常務理事） 
 
講演３ 「『海しる』について」 ⽚桐康孝（内閣府総合海洋政策推進事務局・参事官） 
     
講演４ 「海洋における⽔産資源の変化」 ⻄⽥宏（⽔産研究・教育機構⽔産資源研究所・所⻑） 
     
講演 5 「プラスチックによる有害化学物質の⻑距離輸送と⽣態系の汚染」 ⾼⽥秀重（東京農⼯⼤学農学部・客員教授） 
     
講演６ 「鉄鋼副産物を⽤いた沿岸の再⽣、ブルーカーボン」 ⼩杉知佳（⽇本製鉄（株）技術開発本部先端技術研究所・課⻑） 
 
講演 7 「洋上⾵⼒発電の検討をきっかけに、海を知り、海の未来について考える」 ⼭東晃⼤（公益財団法⼈⾃然エネルギー財団・上級研究員） 
 
講演 8 「海洋リテラシーを育てる〜⼦どもから⼤⼈まで広がる海の学び〜」 今宮則⼦（特定⾮営利活動法⼈海の⾃然史研究所・代表理事） 
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